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平
成
二
十
九
年
度 

東
京
都
予
算
等
に
対
す
る
要
望
書 

平
素
は
三
多
摩
建
設
業
連
合
会
に
対
し
て
格
別
の
ご
指
導
ご
高
配
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。 

 

東
京
都
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
四
年
後
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
向
け
、
粛
々
と

施
設
整
備
を
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
推
察
致
し
ま
す
が
、
建
設
業
界
の
構
造
的
に
慢
性
化
し
た
人
材
不

足
に
よ
っ
て
、
必
要
な
事
業
が
遅
れ
て
し
ま
う
ご
心
配
を
お
か
け
し
て
い
る
こ
と
は
、
我
々
中
小
建
設
業

者
と
し
て
も
不
本
意
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

人
材
不
足
解
消
は
品
確
法
・
入
契
法
・
建
設
業
法
の
三
位
一
体
改
革
、
所
謂
「
担
い
手
三
法
」
に
明
記

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
建
設
業
団
体
が
取
り
組
む
べ
き
課
題
で
あ
り
ま
す
。
三
多
摩
建
設
業
連
合
会
は
合
同

企
業
説
明
会
の
開
催
等
を
通
し
て
、
率
先
し
て
そ
の
使
命
を
果
た
す
べ
く
努
力
を
重
ね
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
近
年
は
大
地
震
や
豪
雨
等
の
自
然
災
害
に
よ
っ
て
多
く
の
命
と
財
産
が
失
わ
れ
て
お
り
、
そ
の

危
険
性
は
首
都
直
下
型
地
震
等
の
可
能
性
が
高
ま
る
東
京
都
に
お
い
て
も
同
様
で
す
。
こ
の
点
に
つ
い
て

も
、
東
京
都
と
災
害
協
定
を
締
結
し
て
い
る
三
多
摩
建
設
業
連
合
会
の
各
団
体
は
、
東
京
都
関
係
部
局
と

の
連
携
は
勿
論
の
こ
と
、
被
災
地
の
視
察
や
防
災
訓
練
参
加
に
よ
り
、
い
つ
災
害
に
襲
わ
れ
て
も
対
応
す

る
べ
く
、
日
々
精
進
し
て
お
り
ま
す
。 

し
か
し
な
が
ら
都
心
部
と
比
較
し
て
の
所
謂
「
三
多
摩
格
差
」
は
根
強
く
残
っ
て
お
り
、
多
摩
地
域
の

都
民
と
中
小
建
設
業
者
に
は
依
然
と
し
て
重
い
足
か
せ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
三
多
摩
は
都
心
へ
通
勤
・
通

学
す
る
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
で
あ
り
、
一
方
で
は
河
川
や
山
間
部
を
抱
え
る
自
然
豊
か
な
側
面
も
ご
ざ
い
ま

す
。
社
会
資
本
整
備
の
遅
れ
か
ら
多
摩
地
域
が
利
便
性
と
安
全
性
に
不
安
を
抱
え
る
こ
と
は
、
東
京
都
及

び
地
域
経
済
の
健
全
な
発
展
に
憂
慮
す
べ
き
事
態
で
あ
り
ま
す
。
多
摩
地
域
の
社
会
資
本
整
備
に
つ
い
て

一
層
の
ご
高
配
を
賜
り
ま
す
よ
う
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

三
多
摩
建
設
業
連
合
会
は
一
般
社
団
法
人
北
多
摩
建
設
業
協
会
、
一
般
社
団
法
人
南
多
摩
建
設
業
協

会
、
西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合
の
三
団
体
で
構
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
地
域
に
密
着
し
た
中
小

建
設
業
団
体
と
し
て
、
会
員
各
社
は
社
会
的
使
命
を
認
識
し
、
適
正
な
利
益
を
上
げ
、
東
京
都
と
の
緊
密

な
連
携
を
通
し
て
都
民
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
社
会
作
り
と
地
域
経
済
の
発
展
に
鋭
意
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
。
平
成
二
十
九
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
前
年
度
に
も
増
し
て
多
摩
地
域
に
特
段
の

ご
理
解
と
ご
高
配
を
賜
り
た
く
、
要
望
書
を
提
出
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

  

う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
地
元
中
小
建
設
業
者
で

も
対
応
可
能
な
規
模
の
実
績
に
対
し
て
も
加
点

を
要
望
致
し
ま
す
。 

 三
．
入
札
・
契
約
制
度
の
改
善
に
つ
い
て 

 

１ 

現
在
も
受
注
競
争
は
激
し
く
、
最
低
制
限
価
格
近

辺
で
の
応
札
が
頻
発
し
て
お
り
、
工
事
の
品
質
確

保
や
下
請
業
者
へ
の
し
わ
寄
せ
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。
ま
た
そ
の
影
響
は
建
設
業
へ
の
入
職
者
確

保
、
社
会
保
険
の
加
入
促
進
に
も
及
び
か
ね
ま
せ

ん
。
福
利
厚
生
費
の
充
分
な
確
保
と
い
う
観
点
か

ら
、
最
低
制
限
価
格
の
さ
ら
な
る
引
き
上
げ
を
要

望
致
し
ま
す
。 

２ 

公
表
案
件
の
一
部
に
区
市
町
村
、
他
企
業
と
の
調

整
や
地
権
者
の
合
意
等
が
得
ら
れ
て
い
な
い
案

件
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
契
約
か
ら
実
際
の
工
事

着
手
に
至
る
ま
で
時
間
を
要
し
て
し
ま
い
、
無
為

に
技
術
者
を
束
縛
し
て
し
ま
う
た
め
、
調
整
と
合

意
形
成
が
整
っ
た
上
で
の
工
事
発
注
を
要
望
致

し
ま
す
。 

３ 

施
工
能
力
審
査
型
総
合
評
価
方
式
入
札
に
お
け

る
技
術
点
の
評
価
項
目
で
は
、
建
設
業
団
体
の
責

務
と
し
て
「
担
い
手
三
法
」
に
明
記
さ
れ
た
新
規

入
職
者
の
拡
充
に
熱
心
に
取
り
組
む
団
体
、
そ
の

会
員
へ
の
加
点
を
要
望
致
し
ま
す
。
ま
た
建
設

局
、
都
市
整
備
局
の
事
務
所
発
注
案
件
に
つ
い
て

は
、
地
元
中
小
建
設
業
者
育
成
の
観
点
か
ら
、
当

該
事
務
所
の
管
轄
内
に
あ
る
区
市
町
村
に
本
店

を
置
く
中
小
建
設
業
者
へ
の
加
点
を
要
望
致
し

ま
す
。 

 

四
．
そ
の
他 

１ 

当
連
合
会
の
三
団
体
は
東
京
都
と
災
害
協
定
を

締
結
し
て
お
り
ま
す
が
、
大
規
模
災
害
発
生
時
に

お
け
る
東
京
都
と
の
連
絡
体
制
は
各
団
体
に
僅

か
一
台
の
業
務
用
無
線
機
に
頼
っ
て
お
り
、
確
実

に
連
絡
が
取
れ
る
と
は
言
い
難
い
状
況
で
す
。
緊

急
時
の
連
絡
を
確
実
に
確
保
で
き
る
新
し
い
設

備
に
対
し
て
の
計
画
と
予
算
確
保
を
要
望
致
し

ま
す
。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

【
要
望
事
項
】 

一
．
公
共
事
業
費
の
確
保
に
つ
い
て 

１ 

東
京
都
に
お
い
て
は
、
所
謂
「
三
多
摩
格
差
」
が

依
然
存
在
し
て
お
り
ま
す
。
格
差
を
解
消
し
多
摩

地
域
住
民
の
利
便
性
を
高
め
る
為
、
道
路
事
業

（
多
摩
南
北
主
要
五
路
線
、
南
多
摩
尾
根
幹
線
道

路
、
多
摩
川
・
秋
川
南
岸
道
路
、
梅
ケ
谷
ト
ン
ネ

ル
等
）
、
災
害
対
策
と
し
て
の
河
川
事
業
（
調
節

地
、
護
岸
、
堤
防
、
砂
防
等
）、
橋
梁
整
備
事
業
、

災
害
防
除
事
業
、
耐
震
補
強
事
業
、
交
通
安
全
施

設
事
業
に
対
し
て
公
共
事
業
費
の
優
先
確
保
を

要
望
致
し
ま
す
。 

２ 

二
〇
二
〇
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
催
に
向
け
て
、
今
後
さ
ら
に
施
設
整
備

が
進
ん
で
い
き
ま
す
が
、
そ
の
費
用
捻
出
の
た
め

に
多
摩
地
域
の
公
共
事
業
費
、
特
に
工
事
費
が
削

減
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
強
く
要
望
致
し

ま
す
。 

 二
．
地
元
中
小
建
設
業
者
の
受
注
機
会
の
確
保
に
つ
い
て 

１ 

東
京
都
で
は
分
離
分
割
発
注
を
積
極
的
に
推
進

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
特
に
土
木
工
事
に
つ
い
て

は
地
元
中
小
建
設
業
者
の
受
注
機
会
確
保
の
為
、

引
き
続
き
分
離
分
割
発
注
の
徹
底
を
要
望
致
し

ま
す
。 

２ 

所
謂
「
担
い
手
三
法
」
の
施
行
に
よ
り
、
公
共
事

業
、
工
事
発
注
に
お
け
る
平
準
化
が
強
く
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
東
京
都
で
は
既
に
様
々
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
債
務
負
担
行
為
の
さ

ら
な
る
活
用
等
、
引
き
続
き
一
層
の
発
注
平
準
化

を
要
望
致
し
ま
す
。 

３ 
東
京
都
は
総
合
評
価
方
式
入
札
の
拡
大
を
進
め

て
お
り
ま
す
が
、
当
該
業
種
で
工
事
実
績
を
持
つ

一
部
業
者
へ
極
端
に
受
注
が
集
中
す
る
事
態
を

招
い
て
お
り
ま
す
。
地
元
中
小
建
設
業
者
の
工
事

実
績
と
受
注
機
会
の
確
保
の
為
、
従
来
の
公
募
型

指
名
競
争
入
札
も
充
分
な
本
数
を
確
保
し
て
頂

け
る
よ
う
に
要
望
致
し
ま
す
。 

４ 

総
合
評
価
方
式
入
札
で
の
同
種
（
類
似
）
工
事
の

施
工
実
績
に
対
す
る
加
点
に
つ
い
て
は
、
か
な
り 

大
規
模
な
施
工
実
績
の
み
加
点
さ
れ
て
い
る
よ

う 
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 ９ 月 事 業 報 告  

１日 午前８時 西建協・災害対策本部設置８名参集 

 ＊全７２路線道路啓開協定業者緊急巡回の実施 

３日 平成２８年度経営講習会（東日本建設業保証㈱共催） 

テーマ  工事成績評定点アップの取組み 

５日 災害対策安全委員会 

７日 三多摩建設業連合会  

平成２９年度東京都予算等に対する、都知事、 

     都議会自民党・公明党・民進党に要望書提出 

８日 広報委員会 ２６６号編集発行 

１３日 事業委員会 

１５日 労働衛生週間説明会    （建災防西多摩分会）  

時間 午後２時～４時  

会場 羽村市スポーツセンター ２階会議室 

      １部 平成 28 年度労働衛生週間実施要綱の説明 

２部 講演  メンタルヘルス対策 

～ストレスチェック制度とその後の対応～        

１６日 総務委員会 

２１日 理事会 

２１日 西建協若手経営者の会 役員会 

  １０ 月 事 業 計 画  

７日 ＢＣＰ（事業継続計画）説明会開催 

７日 災害対策安全委員会 

１１日 事業委員会 

    １０月２２日親睦 BBQ 実施 

１３日 広報委員会 ２６７号編集発行 

１４日 衛生週間現場パトロール実施 （建災防 西多摩分会） 

１７日 総務委員会 

１９日 理事会 

２２日 親睦 BBQ（会場 日の出町 さかな園） 事業委員会 

１１月実施事業……… 

 １日 西多摩地区建設業界暴力団等排除協議 

平成２８年度第１１回総会及び研修（講演） 

 １０日 若手経営者の会 日帰り視察研修会 

東京都臨海広域防災公園  

そなエリア東京（防災体験学習施設） 

２２日 ＩＣＴ建設機械の研修（セミナー） 

（コマツレンタル美浜機械センタ内） 

 

 

 

入 会 の ご 挨 拶  

株式会社 島田造園土木 

            代表取締役 島田 卓哉 
西多摩郡日出町大久野 82-1 

 

この度、西多摩建設業協同組合に加入させて頂きました㈱島田

造園土木です。 

 昭和４８年に西多摩郡日の出町に会社を構え現在に至ってお

ります。 

 主な業務としては、一般土木工事・造園工事・舗装工事 を行

っており、西多摩建設業協同組合の組合員の皆様方の下請業者と

して、何らかのお世話になる事も良くあります。 

入札関係では、平成４年ごろから参加するようになりました。 

また平成２８年度より緑のリサイクル事業とし「木くず」受入

れの産廃許可を取得しましたので、皆様にご利用していただけた

ら幸いです。 

 平成２７年度の完工高は、３４,０００万円でした。 

日頃より「良い品質の工事及び早期の工事完成を目指し、常に謙

虚な気持ちで良い仕事を行う。」事を社員及び従業員一同全力で

頑張っております。 

これからは西多摩建設業協同組合の皆様方と協力しながら頑

張って行きたいと思いますので、ご指導、御鞭撻の程宜しくお願

い申し上げます。 

          

電 話 042-597-0446 

ＦＡＸ  042-597-2722 

 
 

◇日建学院青梅認定校（西建協）からのご案内◇ 

受講生募集案内 『合格のための受験対策講座』 
<青梅校 2017 年度開講講座〉 

◎２級建築士学科（日曜）コース  

◎１級建築施工管理技士学科講座  毎週 火・木 

講義日程 ２月中旬スタート 

◎１級土木施工管理技士学科講座  毎週 火・木 

講義日程  3 月中旬スタート 

◎給水装置工事主任技術者 受験対策講座  

◎２級土木施工管理技士コース   毎週 火・木 

基礎講義 ６月中旬 ～７月中旬 

本講義  ７月中旬～１０月中旬 

◎宅地建物取引主任者本科コース  毎週 水 

・講義日時 基礎講義 ３月初旬 ～４月中旬 

１３時～ 

・本講義 ４月下旬 ～ ９月下旬 

◎２級建築施工管理技士コース    毎週 火・木 

・講義日時 基礎講義 ９月初旬 ～９月下旬 

      本講義 ９月下旬 ～１１月初旬 

1 級土木・2級土木・1級建築施工・2級建築施工の講座は 

『建設労働者確保育成助成金』の対象講座ですので、学費の 

８０％が助成されます。 

西多摩建設業協同組合が「日建学院認定校」として青梅校を

開講（８年目）致します。 

会員企業の皆様からの受講問合せ（受講申込）等の 

連絡をお待ちしております。 

＊詳細説明は随時致します。 

＊先ず下記までお問合せ下さい。 

連絡先 青梅認定校（西建協） 0428-22-6245 石川 

       日建立川校  担当：澤田 080-9349-3870 
 

 

平成２８年１０月１４日（金） 

全国労働衛生週間に伴う安全パトロールを実施致しました。  
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